PTA会長あいさつ（４月学校だより）

春の暖かな風とともに、新しい年度が始まりました。新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。また、進級された皆さんにも心よりお祝い申し上げます。新たな仲間との出会いや新しい学びに胸を膨らませながら、一人一人が充実した学校生活を送られることを願っています。
さて、私もPTA会長として２年目を迎えることとなりました。昨年度は、保護者の皆様、教職員の皆様、そして地域の皆様の温かいご理解とご協力に支えられながら、PTA活動に取り組むことができました。この場をお借りして、改めて感謝申し上げます。
PTAは、子どもたちの健やかな成長を願い、家庭・学校・地域がそれぞれの立場から協力し合うための大切な組織です。近年、社会環境や生活様式が大きく変化する中で、PTA活動の在り方も見直されつつあります。しかし、どのような時代であっても、「子どもたちを支える」という思いは変わりません。無理なく参加できる活動を工夫しながら、保護者同士のつながりを深め、学校と家庭を結ぶ架け橋としての役割を果たしていきたいと考えています。
中学校時代は、心も体も大きく成長する大切な時期です。子どもたちは学習や部活動、学校行事などさまざまな経験を通して、自分自身の可能性を広げていきます。一方で、悩みや不安を抱えることも少なくありません。そんなときこそ、家庭と学校がしっかりと連携し、子どもたちを温かく見守り支えていくことが重要だと感じています。
今年度もPTAでは、学校と保護者の皆様とのつながりを大切にしながら、子どもたちが安心して学び、笑顔で学校生活を送れる環境づくりに努めてまいります。また、保護者の皆様の声にも耳を傾け、よりよいPTA活動の実現に向けて取り組んでまいります。
結びに、本校の子どもたち一人一人が夢や目標に向かって大きく羽ばたく一年となりますことを心より願うとともに、保護者、教職員、地域の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ、新年度のご挨拶といたします。
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